
120 エ 粟 火 宅 包 仝 tL 姉 )3迩 JS2舟

る｡qT(I)(4)(6)には犬◆Jfン左肺のEtI入u1

Dafili,有ナろことはlirにも斗べた透りであるが之に

rrl逢6吋55度ブタンft細 淵 -ンr｣を缶にiE

蜘 してti付けろ.一方 の 7タンデにはJt.｢lj護

6吋97劫 スト77UTA･1｣をfiIlけ母の如き);切

にて正廿する｡

qスJtl多Zt韻細 は Itl番のもの/_,仕肝rる｡
共のu.dBほ7I正-)),7k瞳Z5fE,触 207Z1-znml-

2IP噸 雌 とす.IPン瓦斯計丑iT(-_亦6鵬

にて3Z作しその大き引土圧束のbく蔽邑 l450Th 古

I,2仰托.特技的2.7,て召虻のものとす.又野生輔は拡葬

IF,3tX ボンベにて瓦桁をナ･p-5･'し1gも如くLJf
カIrly-'}〆タ1その他必要tzろ音曲1_,畏編すら｡

郡 に放ては6吋.上井甘 (El格 貯7)もの)を班用

し適確LD立上t,FFblこ示す如く6吋⊃-/タ及チーズ1../

ポITて五二斯跳 S･火').中に凍LtL山楽ろ軌こ交野する

こと｡
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l 揺 す

JJ策m肝の成)Jを相加 tlろ力fLとしては,脚 此爪

を相加して現地 ZfLI†如11も))技と.及位堤題は伺

-でもrr茂をk隠 して既述,rt.を相加すろ方法とがみ

ろ｡d州を∧刑前世.f支jfを山柳 廿に'先攻して,普

の位腿を従来のm 字と比較淡放した板取 JCの佐渡カ:

著しくl;,)上引 しろ7Wな碓過した｡矧 こ̂ 珊 旧 は,ダ

イIJマイトlこIlL任架還しtIJなかった堤地の川上を怨

め.Tイr-,Iトの爆発エ T.〟+'-を飴 に発揮させ

ろ布に成功した.

1E 内管及管幹の招

悶新訂7℡ に.伯にTJL･い;ユウ_皆目.をLkJElして止
ると℡lt妙 J'36いので A三一O5としてhl,ト邸宅を双

li･ろと, 160m'芦と(/>て細別 乍'fu!JElした砲台よL)

も2Oms多くr=るし文政生しあいから,この班に迷

すろ迄lこ余分q)Ji玉Jtを･蛸 とす･-J松丸 姓好物 丑

は村加ナろ帝である｡'モFEn=内野作1二度て発火李から

EX5YR組 を攻めろと.T心ミ;ユー_の社告.ミ0_32

g.額か申分019gとなって打者か村立する 素二事1)｡

,tJ勺野を入れ･-J恥 ま(T的内管t_けを考えろ),rlZS

の一方を輔現したものと考えられる｡聯 l勺廿の長さ

は_LI托であるから珂部の脚 む考えれほ,Jg世の漣

曲が急激に狂化すろのはぼ扮ia)から約5粍の点で.ち

ろから的野良を5屯以上にTi(-H Lは.AL'世の頒発が

棚 1二途すら注作目が榊現される抑となって甘利で
ある｡内野長を0,2.4.6,8鞄と.W加して罪火中を買

放したk.成抑伎速に早く毒すろ21か,究｣火tiZEは:〟

しくr''d上し.瓜界煤抄出はそれぞjLOJJ,028.0 19,

i)14.0JJgと℡政に淡少した (郷=報)｡

m 蜂椀の打約

横取の反応布LT{は.郁大朝'{･軒拝した如くiizめてhZ

く02耗であるから,爆発が進行する為の火弘のII小
此経を決めろと (A2-OL15),

1
-__生む 0里 2Jt_072
1 J7

秒も甥旬の此譜はtJ8耗以上あさり三,増発が進行する

訳である｡凍在のエ最'.7廿に於てぼ世のLK･iJミ占Tlも

ろカ:.これより小さくても煙鬼は王己ろものと考え11し

ち.裁ちにi溺控繋土はq;廿のPE力を支】巴するⅣ 1.日
予てあるカーら.之を沌少させろ印は船架1.1･が.せi)
は氾父茄を完はさせる市b･Jjl東川i充分でもろL▲ち,



｢

TfZ[の溝EEy_/村加させろ恥 二上り,ば相 の肘LJb可

G7,であろ｡その方法として.折一に考えられろ桝はF狂

いiAl廿を(脚Llして℡紬.を補iaSすることでもろが,JPい

l4i廿を作るJBLミ扮 上イ司 でもろ折 りでなく.このPF
i･[勺廿を雌 する為に.IEをのは買玉オJt･f-か一帯
珊 されろ事とたって視でもろ｡-Xに考えちilろ市

は.棚 方を以て内野のI喝 をさせろ方法がある｡ED

ち徽 BE;をEZ:推すろ助合に.その小心に瓜連4Il汚さ

678の孔y_/作り.この小にBE缶を入Ilて丘片すLtlf.

糧61JLを著しく諜少させるホ5'd架ろ｡この書介.ほ

やQ)L†iミ;lま4把でその月環には仰矩1鞍の窪知苛のぼ

かもIJ.史l三gIの内管及官物 ;ある布になるから.煤

竹の川田は充分に覗く匂3-ll.ろ7JTになって.▲】は小

さくTLろ｡I?こか替合の L2-03と考えれば.

･-､手 雫 田 -0469

で3)ろから,y-A/))iと1との院休は

Iog霊 琵 -156L-066 (I,

となって筋七凝り (15)式と先皇に一子する｡AI別々

田から77tの煙扮とだ措き缶との掛 .L.'Lでは粉のfi人埋

巡 43h Sに建する.無も糧劫の1.J胃はサトI-ん

･Cあるから.糧骨の煙 突エtルF-は完全1こfり -

･̂のは発に他用される括弧 脚 ほ勘JLlと著しく沖少

すろ｡この方式に上ろ雷管を作って5E火事からl牡界頓

81JtS･求めた姓.堤申立をE53幻i拝寸する事がLu真た｡

rT 悪質兼tと鵬 t

eEl=前七細で報告した如く,iSiEBEがIfAかLTA-い吐

非埋連は珊 及Jt!･jit.fLt耳で一定して菜ろ｡伺えはナト

y-んの符合,J-lZならIfll恥 も JL16なら

は 152th 与となるからItのJl'LyLrJl点とヰえれほ.玩

七渦の (13)式にたって桜井瑚 ■と共には油は相加

し,叔枝lこほ'iE定頒曲にiFTLろ｡故lこぎ如き邪CIFち チ I

LJ- Ĵの牡抑 n:】RがJ,2の齢 には,16の茄丑に卿糸

なくEX町は越が定っていて.こJL以上の畑過がヰえら

)山 は.一yTTトp-JLu完柏Iする.之が仏界は現地

でもろから.砧界鮒 丑はアトy-JLの血に無雫綿で

もろ.77H粥環を02･-A6gと変化して決めたFA界は抄

出は,止に妨一報にaAJ.した如く035L'と-i:してhI
ものは.以上の点tEgに氏ろものと恩われる｡

次にコIm 管の正稚.r=放て考えると,ナトl-JL･を

馳 U2ZSgを=国にE持した姓.煙旬を富力 11+(一

向当りT(■kg)でE;わしていろ｡今はDlq の富力 1.

を姉田淵で針井すると.

p_押一字∫ (J)
LLlL2,は腎甘の内払 Jは腰秒の長さ'e6払 -J'ほ

ぼ世とtHtの■近級数である｡棚 の石合上,二回

L]のナIII-A,Efbを価的し.布一回の 0225gを圧

対した托.妨二回Rのナ= -JL･0225gとはblO4K
を･W l=圧JJro′で圧持した申告を考え{見ろと,蛋

)王は円浦乃分7tで約 12枚となL).2Lに相当すち｡

)･･-P.･E一字･ツ 川
LuLy"I･はナ19- ･̂も倭粉も共に℡作にIJしてrJ-

と二考えろ｡

エ粟四竹のぼ力引17トにする為にl'_,匹J71･711{

粥.8-でなければ1}らないから.
1,/ pJ 5)

即ちば扮才一確のE稚モカは役者の万力:大きくなろか

ち.批判tTRは大き(なって,eim伽 の死tfにま廷づ

く桝とTJろ｡yi局捜計の方が佐相は軌恥ま相加TLろ｡

こiLは旺 二̀筋一報で報せ(した如く,サトタールの=Pl

Hを l【秋d爪で圧杓した鵬 界漣D牡は0)Jgで

あるが.50kg/供の甘分 0155g.正絹 しない相/,∫

u17gと′トV- ･̂のJf艇 Jlが波少するに代って榊

加し..lR の捜缶に従うことが顎BEされたJEであろ｡

tj]ち工実印廿は発火*rllJJ･.の点から.ナトy-ILは,ち

1fFnナろ¥うJ･ある｡仇 の按窯に,他の書棚 によ

っても鑑.ニ7Tl舶 さ7LてAt:ろ｡

Y A型 雷 管

中経は軍の他 姓蓮は,EEに軒五報の (25､式1こ,7:

されろ如く.脚 比官に比群する｡架在の工黙認℡は

水仙 :l･-'であるから.ナトI-んのJ8台】∈7)a

軟性適は6440n9であるが,之-+_/.I-)6に榊hすち

と824LhlpBと1_･つて.23好 も埠加する｡現在の市JR

W℡は,℡帖tl方が軟い親知でBJn ､もOZ杜と細め

て臥 ･の-C,W kgcrrl!攻上の圧力で73Z犯罪を正付す

ると甘恥)'LP一彩してしまうので.求ま比7R16の ト

リーJL･部蛙を作るには.,2,000kdcTTl!以上の圧力で-

別にEf柵Lf.Lければならない｡今工栗田廿に丁胤iい

ろ J.16のタトリー ･̂好杜を作って,7_む17日.lXlに

恥入し,kllこは扮 04gir･ド棚勺貯と共に圧杓して.

AJ阿汀群を芦tZlした｡

AWLLT廿では.ナトツ-7L･がiaEEされてhLろから,

II.断を丘十蝕中が紛 相加ナろほに考えられろが,千

の脚 池改をrr井してJ1ろと,

n･-82叫 与-､ ト ーLx;旦 )-152071"

然ろにql跡'_04g も朋 されて居るのて,Sf胡

4恥 JIニ適して厨 ろ｡故に.ナ= 一心は.弛孝允t

が大きい21にFIJ500TrLSから出究する不となり.ぼ

鍬 土中折する7rなく進行し,中津を速-rqTは1_い｡こ

の租合 さ(-))ZJI とJの熊床 は 14一柳 虹Jill

05J6であるから,第六矧 こ7EL.



】2Z ェ 空 火 繋 % 会 <Ji 軒 15を 節 2舟

･og誌 讐 一021･L･012 (6'

これを升井すると,115Lrhl事から拙守して1畑 野是6

熊で 6600T119に領 し,相成では J-]6の農大僅迎

67恥 sfこ'dナろ｡

巴LWx(‡･Ji一軍 巨730
こjLEiJ=･lZの於大は迎 52TOmjJ:I)lJiOm/Sも

払 ･oRrに旺舵に放て考えて見ろと.Ka･stに扶れば

R-JJ川′で-Jiわきiしろから W を同一と考えれば,

J=16の租合は )Zの齢 に比 Lt'J507.'も地 租

加する｡ゆちさは 比領を村h]ritは.捉逃Zt笹静 ま著

しく相加ナろ｡

11 B 型 ℡ 管

工宅n管のJBl皿を棉加する他の方淡は,容歩のii倭

を･iiLてらを小さくナろ方法である｡町ち工粟雷管

を,1榔 5ftの船 内符で触蛭 他 tIと.苛器は背

しく覗 くなる.之を11野田菅と粁 re,

8郡 管は容2Sが臥 ･から.ke-02と-HLは.Lと

火促迎に

- l‡･Jてこ雫 ト 6010m9

であるから. 占Ⅷ 野 上lJ7･肌 TLS も退避が 相加す

る｡然しII耶 軌 ..内FgのDT簸円E3を作るIiけ余分で

あるし,又之を地溝するもにm管の脚軸エホ ,̂+'-が

無駄に滑キされろので.釘粥VLには輸ど無効で準用に

はならTn ･が.y:軸 ')J二は船 があるので試11して,

各校性m;式中を/iiつた｡

rT 各号℡管の牧村

現才仰釆川筋とLICul川さJLて即ちものは.大部分

が6FJiZ!肝C･ESr}'I!?貯及 3F,m矧ま稚 く一杯である｡

fvR粉皿は3母が 03g.6桝 ;OLlg,Zujが05gで,

宇芋窪は挺て同一 であるから.雌勘花は炎々50粍.

70m.88樅となる｡この秘介613と8号のLSl粉は,

宅長からfliS九て方棚 にi!してIhTLろものと,tiT.われろ

*:.JEJでは付物のIt大は劫に捗る途･11であるから,

質丑の ノ√ク'/IJl庄内笠'JJの附 を考えると.援姐

の背し(下る均分が准えられろ｡故に砲芙な発火を求

めろ曳からは.6号と同E3に OJgLこする方が適当で

ある｡又 8,r/tは.05gを伏J7JしてG;ろが,OJgで充

分に有(l決壊連に越してhtろので,iB熊方を煙7eさせる

だ'けIrらtf.6i)とIU15)に OJL･で充分と思われろ｡

之は前に超uLた如く包外雌81丘は迅舛更生に崇実係

T=坊果からも投的.1;つく｡
式に灘 5Fは 3E)が OiSg.6才は 045g.8号が

0竹g と男丘が大分荘 iので,臣待遇影も夫 ･々一回.

=軌 四回と棉加してatろ. 3号では 035g (光点に
して95態)を-P]に匹持してhtろので.TIJI廿の成罫

ではE弗E力が相当に低下し従って獅 比和 て小さい

ので,仏 堂が下り張且の小さい不とffl抗って成力が下

ろものと思われろ｡6g,は 0225gを2回に,又8号

は 0-225gを4回に監柏してmろので.市野推矧 こ於

ける紫顔IFt.京は内軸 tl弥可-と考えらiしろ｡唯 8相

田ミ庄輔河故が多tイ三け杜分戚好の圧力がJ*b]する革

も考えらiLるが.鞠t'無pしてJfJl.ミ同一と考えられ

るB6号雷管の感曲は.etに郡七jilで打井した如くEE
持圧力の位下を考えると.甘bi-ではiSOOm/暮であるか

ら.S号胃管も格間-3W をボナものと･Sえられる｡

山東紺 は脚 4無.杓托35粗 t三言的 】20托D

引抜折 にi5Z頚を汲耕し.-2Zから8rlの℡al苗苛で

･lJIL浸し,雷管より15.50.100程のr珊 にある各..'tJTJ横

式の崖選を淑 された｡(工火.叫 p.2すり 弼1は田

ダイナマイトの実負に番えは.促退i-J5EKで5600m.～,

50!室で 肋 由.lt》現でdSdOTYu となって居て,鑑

に50考のAI.で朋Tイナマイトの五三常温古にSってht

ち.故に之を0粗D処に延ばして見ると.1F甘J9位先

では韓 47007tl,与となってAtろ｡FllEIに >-G75,'Lの

t=g'ィナマイトでも 4700:巾 の点.こiESってhtろ｡.uTqr

に,雷管ヱb捜連の紅い崇七碕安堵野次斡Tイナ71

トでは.惣て雷管の61倍では 4700mdで.この･'(か

ら急延1=感賞固有の別 に位下 してLi,tろ｡It.の経巡
LUWn/Sは,8ウ符肝のぼ過に近いものと.駁わLlろ｡

2:は盲かこテ1･-)- ･̂の鮎.]!比和から沈めた与やm管7)

は遮 4抑 m■Sと.八く一致してAtる｡輔'Lfダイナ マ

イト汲カーリブリでは.TTl幣の付紐からi庄ちL=煩雅fTLJl

有の鮎 に放下する25,m幣から15粗の.L'tでは,匠

に降し･-r'JE-'倭ATlこ移って行くものと.klわ11る｡抜ダイ

チ-Vイtlだけは 20001nh J加のLB油に吉祥ち･t:121ろ が,

これはLLl本教授の租L.=JIさかた如 く,爆発が=伐隙に行

わかる拐一因と.敬われる｡然しは曲の邦いベンrLリ･Jr･

や桐ダイナVイト等を伝W蛸として(火打け れば,楳ダ

イナマイトの悠曲が上射すろ抑から考えて,隠退の大

きなA射 管等を他用ナかば.振〆イブマイトの捜迎

は東胡から上昇 して.ダイナ▼イトのば発王事JL･+r-

を充分に耕 させる桝がLh架るものと払われ ろ｡

Ⅶ 各軸 力扶敬

上に得た6号.8臥 A神.及b郡のエ黙'E腎に託

て.告軸 力柵 を行った｡爺1訂廿の軌班女の如し｡

6 サ 8 サ ^ g Jt 勺

尽rl真玉 g OLI 05 U4 Ol

:. ;:･17･

0.45 0卯 045 045
r ト ナ ー ナ ト ナ ト
g-JL･ リーJL･ y-JL･ y-Jt･

12 】2 L6 1Z



久水 神鞭打tFの事CE的ff,t lZJ

Tr休場 i ナ シ ナ シ ナシ賃芸品望
斗 ilzTU ･;孤 ) ヰSCO 673U 6010

イ 軒 tt 書

点き4吋の伽 frを任用して.娼実技釘の折り曲っ

たn腔をiqjifした処,8号う二於も大きく60o以上,a:

は̂ 市で 304,6号は吏に小さく180であった｡鎖し

J岬 は脚Wが帆･91位件で包まかて中指2L 殆ど曲ら

なかったotJ粕 は冊 のW 1-r句に放ける頒IJJをBL

わナものと心わLLろが,韓の.軸 lちも̂ 耶ri6･E3上I)

成ノ)火である｡

t･ 拾 坂 t4枚

4叩た平?JJで仰妹ヰ托の抑坂上に胃管を立てて.耶火

!SEで2:をは沌させ,相 の粥 L箆及暇 を艦 した｡

先づ粥 LiyzLt.6号政か削 王伽 が同-?)21か共 に

等 しく】O牝であるれ A相では提越が御血すろ為に

12粍となって,栴班に放て約45,･Jの射Ld]h l';してA守
ち.rJ;ろにZ)咽では,仰両方向のL2発力が允t'底謀に

別 けろ'4 か,ぷめて大き(rJ20梶にも越し,11釣

敵 船 胡 んで仕鞍つた｡塔袋は8'?及A槻 :6･L}に

Lt:し讃しく多くて.R洞には_殆ど包めちか なかつ た

那.之は榊 の脚 に平行ナろものと必われろ｡籍

榊 に於て.A判 ._6号二I)縫力大きいが.Ll垂の

糾 し動 ;38汗に大なることは興矩ある塀 である｡

JI HLlld耗性粕

トt'ナJt,lこPA･タをrl･tと1号合丑を析加Lた経陸発

Xk'を.lOOkg'czTlfの圧力で.il推 25椎の 円E3L=

庄～した残也にエ桑田廿を公人し,之を舵 t30fL

環f870托の舟攻上に甘91.吏E=l宇い鉄艮上に軌 ･て

爆発紬 を行った｡鉄也曝繋がは発すると,その算盤

Jf力 pに映て.鉛板が凹L･.LEl丑は pに此舛するか

ら.那7報?)(2)及 (3)か ら.

JllT.- 1L/D･ H,

比の=式からTL'を治すと

1+7
I-JI.'4

叫 .,㌔鳥 .+_t (7】
耗牲娼tE'Cは Ì｡,a.γを枯同一と考えれば,

D'-上p (a)
q]ち圧力は肋 の=燕に丘塀する｡I?タA･クが20,･L

の叫今を rl及DlとすLLは

(Y/)-I)-rl)/D')= (9)

トUナJL･の民輔 長札 庇に缶六確で求めた鈷果 16

托であろが.pA･タZ5'帯加するに掛 .,紬 iBFは促通
が任下してLA発し濃く1=匂,圧IL# 長も補 に析加す

ろ｡今田 8されたrt他 項 等し1=くなる捉奮育氏を

岱六渦から決めると ･110でもろから.

･･-1一等 -oJ
tll-625托 (ll))

でもろ｡汝にタJL･タを2Df.'混合した中台の圧珊 長

を･1古推 上 l)村長 (2tI掛 ことつ てJt大は遵比

IJIll-I)を米ろろとよのb7し,

･-ト Ji--0.il ;-0913

ll-I4ですJL･ク20% の場合の援盈堤裡(こ.軒五経で

eEに求められて 6200m,Sであるから,Et大領機 は

62のXO93 叫 ～と'なる｡

次にダJL.タを相加して50,'3七∪二になろと.絹か=

螺発し粗くなって牝の砂e･小̀が 大きくTLろ鶴丸 ノー

は0にirZづいて ･l-05に近 くなる｡今 50,A.'か l介

vS'05とすれば.J-14の V̂ ･タ507.-では,札tZZ
此 蜘 :同比に耶五報の鞍B![=恥 ･4650in/5であるか

ち. 比の均分の澱火見逃は ユぷOkO5-2325mdとIE

ろ｡ こ1Lを (10)式に代 入十ろと,(1.Ip-)-(23LS/

SW )三一017となる｡llzhdの良性式典に於て.指按

のJg珊 均は発生g:力に比升 TLろので,クJt･タが 2(けi

と501･'稚令の托性は･B.r三嘆警抜凹部P,班 JtJJ:0]7

規正にT_･ろ皆である｡

今各桁 に放てJIAidぷ軸を行tL.凹芳容析{_/求

めると.下肥のJR伊とTrろ.

手芸 20 25 30 35 JO 45 50
｢｣■

CC CE eC eC CC ぐC C亡
サ 123 日0 1UO 89 L12 20 )6

S サ )Jl l22 110 100 5.5 28 22

A iSl 142 】30 J27 102 84 57 二14

範4lのLkiLllタJL,クの%Z5J槍血す引こ禿て,凹帯群

軌 三会燕に耕少してや!ろ｡旦夕',クが 201.'と501;の

甘告とのMお古故比を見 ると,6号で0)3,8tyで

017.A神で024となっていろ｡

紬 されろ銘tW 茄の長さは 35-40fEで席ちて放

く,JLは犯し掛 ･ので,棚 霜同有のqt定魁 に功

し軌･+i.田仲の威力に伐る紛 :良く現われろ｡抄も

A7Plは6tylこLt:Lrql鞘番だ扮;大きく.矧 ニクルクJO,･.I

以JL=於で36の盟が粥しいのは,共の増血E!にL/(ろも

のと且は)LLろ｡佃 8{)は,畿方向と同時に内剛 Iidの

1_W))が加わるので,占母上()大きいがは越の小さい為
Z)･･Anlより光って耶 ろ｡B型.'三内iBl方r.桝,IBJ)が兼

い31か成排が患い｡fLlは晋で苅定すると,6号はタJLJ

タ50,'･',8ウLま55ガ.A型は70タ;蓬蛾確してE!ろ｡

野するに,JTJlldの耗煉 炭は粘方向と舶 方向の蝿

力の和を′たナものと考えられ A動 ;Jtも渓カ,7人き

い7Pをr･′J:して折る｡

= 発火ft牧

I1-12のナ= -Jt･は,巳界度蓮が 11恥 Jで,

-'-16I)甘飢115207tl写であるが,糧越 を見 ろと

Iq伽 IJカ他妙 .らJdJb slこ捗るのは挫く剛

的であるから,Pは の均含耕 細 丑の潜 ま領妙で抄



い｡今盛切 り2g引七mナろと煙世のは止は計井上

3200TrlJになるかり,充分にJ-16でも旭光させろ

郡がIU来ろ常でもろ.軌 こ灘 玉は各位町野の牡lこし

て.ぼ缶のんを 02g仕目し内野と共に庄持して,gl

火壕で30雫… ir行った妃,6JJt.81rJL,汲 弔̂

共:Illや･の-iJX中をIT:した｡町','煙や02gで光分

に甜 ナる可F.LtBAbた｡

Ⅸ 土1遠 軽 禁

舌粗tF竹D肘 をJl我ナろ為,即 で畑発させた折

角{イナーイトrl,の埋過を滴定した｡頚近32托抱き

6∝lrtJTJ訴胡′イナ▼イrを魯Ei'D甘.(･lW させたg

I.了.il恥二は折糾′イナーイトの雌 肋 Jl

に蓬ナJ-_ものと瓜われ,乙が,町廿の近くの点の促連は

安蛇 に止すろ逸,i･で旬廿の彰書が現われ は逆の

小さなTm 'Cは小さく.大きな1..7tFでは火きく現わIし

ろ常である｡今′ †ナ▼イト小田野より 10-2uaの
LJ,.3ひ一一4°社の LJ, 50-60社の JJ■に於.}ち恩遇

を.m tlLTLCJleの方法で離 した払 失点.二元す如く

eEに ′/;て.三yrN/1ナ▼IHm -の達也伽mjに

蓮してや:I-.ヵ;,D.では明かに百甘に仕る並を認めた,

憲 社 ,,. D! ),I
6 サ SIJl).5790 6804.7140 6W ,鮒

8 サ JS51,565O も245,7078 6S7tl.61'ポ

A 11 67【札 6BtXI 6610.7ユ50 6830,7140

8 11 5898.6370 634X,7469 7583.6675

6号JitJ･7では.℡廿の堤妙 て4SOOrn:事でもろか

ら,Jへでは 4SQ(Jm8と茄朗の安定は辿 6S00TnSの

'11nllqTも 53Wll巾 を,I:してq:る｡li羽では Ln 10れ 5

であるからl&之にjLiい切な,訳して居ろ｡煎級に.＼羽で

は 67丸叫JS-Cもって,薪朗の窓ii王様迎 6脚)mJjStニ近

いので.i)1では姓に 6750m/dのは劫を)11汁 ｡印.,,

J1.では℡冊 こよち為が背しく狭わLLて,杓と阿世と

新税ダーイナTイトの小WのWを77:してセ1ろ｡2:によっ

てtZ7℡3)哩過は,1イナヤイトの威力r･''J上にLkめて求

好なフ恥 'hろ｡媒脚 】Lgとして.′イナYイトの威力

を充分に究aEさせなければT=ちか ･ので,牡初から:i

全TL朗 を爺ナtIな町廿を佐用･T'べきで.省t46勺の

代 りに^!巧を仕R7すべきものである.C16号と8巧を

成 すろ冬に.¥に小皿点で抜道を離 した払.安定

性迫に捗ろ点は位JP 方が約 10拙 く現わjLた｡之

は同一は迫LCも.8号の77-が脈 方r句の僅カの臥 ･7P

に好事され.早 く安定使途に移るものと出われる.T)

.ttLL父hぐ11はよぎ野の馳 朋 の政い批姐から郷 に

恥 に捗ろ恥 Ltび点倭が臥 ･と初めから拓は適に

捗るqfJ-,'AJLしてE:･る｡

＼ 岳 tl

l-エ邪 の辞件認鵬 の村加.71内℡遠

の排少は,AEか:rt小皿述に達し易 くなる接見 且Pi

珪砂▲抄;強少する｡

2 i班 茄の肘 此菜を村b]した人頭苛野花即 七を

的 に稚iILたB君町甘をPt詔した｡そのJi大!皇越は

夫 ■ 61恥 Jl及 恥10njと計書きかろ｡

3脚 立の如何にEFら1,猷 Li世jLは一定lL

布を.現笠的に卯にした｡
4 淡DI此領より考えて,6切 甘の脳 は占即

管に近いもの考える｡

5Am '腎は6tUIH管に此し,爺f山捉))ズ助に於

て投て勝れた 成折を,LT;した｡1剖こHaLd;4枚に放て

は.8朋 丁管を技Jgする成樹を,-rTした.

6 Ji脚 鮒 主役如 才に放て,塩めてinカT=良力

を究挿 した｡

7 薪舶′イナマイトを各Ei田ttc起畑させ.田野

よl)15鞘の.1■(に於ける薪抗の鮎 を汀1位した払 6

{]及8やでは 5恥 点の同一劇 を1gたが.Zi羽で

は 60001巾 , 車̂では 67507D'書と新 しいは連のE沖

温めた.之は各t抑 甘7)規逆益に]渦 するものと且わ

れろ｡

Resetlr(:hesonMercury-FlllrrLlnatCBlastlngCaps(VIlI)

lmprovementoEthecapacityofblastlngCaps

ByTakelChlMntakt

T､=rnltrOYt.thepolYerOlt血StlngCaps;,､t'CSholltdln⊂rr爪5tHtlede一叩ntlO一1 eヽloCItyDf

I.trylTllCA･t)Pebl鮎tlZlgC.lph.lVLngthe訂eJILerdenJlLlTOL'tetr)1andll-I)'pcOTIC

h.lVlDgLh¢LnCreaSedlrltenSLt〉OEthe eヽBelwereprt=w red

.～ there9111LJOrY.VIOuJtCStS.A･t〉pesho≠edbtLLt･rPrOPert)I-n■nX'0 6 blAStlElgC叩

FJrlnSutlCltthedC10tlauqn eヽlocltlCSHHlleLLmmOnluTngehllnd＼tLLLnlte.LILth亡dlsLA-

tlL･e15cm ftom theblLLSLLt)どC叩 kIYebeennejuuredztJI6700nLSlnthec柳 Of.4-type.
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